
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
数字／文字を１文字 文字入力手段と、

記憶され 文字群記憶手段と、

文字入力手段と、

表示手段と、
を備え リモートコマンダ。
【請求項２】

【請求項３】
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づつ入力可能な第１の
複数の文字列から構成されるスキーム名が複数種類予め た
上記複数種類の上記複数の文字列から構成されるスキーム名から所定のスキーム名を順次
上記文字群記憶手段から読出す第２の
上記第１の文字入力手段で入力された所定の数字／文字からなる文字列と上記第２の文字
入力手段によって選択された所定のスキーム名とから構成されるＵＲＬアドレスを表示す
る

てなる

上記文字群記憶手段には更に複数の文字列から構成される識別子名が複数種類記憶されて
おり、上記文字群記憶手段から上記複数種類の複数の文字列から構成される識別子名を順
次読み出す第３の文字入力手段を備え、上記第１の文字入力手段で入力された所定の数字
／文字からなる文字列と上記第２の文字入力手段によって選択された所定のスキーム名と
上記第３の文字入力手段にて選択された所定の識別子名から構成されるＵＲＬアドレスを
上記表示手段に表示することを特徴とする第１項記載のリモートコマンダ。

上記第１の文字入力手段及び上記第２の文字入力手段によって入力された上記ＵＲＬアド
レスを記憶する記憶手段と、



【請求項４】

【請求項５】
数字／文字を１文字 文字入力手段と、

記憶され 文字群記憶手段と、

文字入力手段と、

表示手段と、

【請求項６】

【請求項７】

【請求項８】

【請求項９】
端末はテレビジョン受像機であることを特徴とする請求項５に記載のネットワーク接

続システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ネットワーク上のアドレスにアクセスする操作を行なうことができるリモート
コマンダ、及びこのリモートコマンダを用いたネットワーク接続システムに関するもので
ある。
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上記第１の文字入力手段及び上記第２の文字入力手段によって入力された上記ＵＲＬアド
レスを上記記憶手段に記憶させる第１の操作手段と、
上記記憶手段に記憶された上記ＵＲＬアドレスを呼び出す第２の操作手段を更に備えてな
る第１項記載のリモートコマンダ。

上記記憶手段に記憶された上記ＵＲＬアドレスを呼び出す第２の操作手段はジョグダイヤ
ルで構成されていることを特徴とする第３項記載のリモートコマンダ。

づつ入力可能な第１の
複数の文字列から構成されるスキーム名が複数種類予め た
上記複数種類の上記複数の文字列から構成されるスキーム名から所定のスキーム名を順次
上記文字群記憶手段から読出す第２の
上記第１の文字入力手段で入力された所定の数字／文字からなる文字列と上記第２の文字
入力手段によって選択された所定のスキーム名とから構成されるＵＲＬアドレスを表示す
る
上記表示手段に表示された上記ＵＲＬアドレスを送信する送信手段とから構成されるリモ
ートコマンダと、
ネットワークと接続可能なインターフェース手段と、
上記リモートコマンダから送信されたＵＲＬアドレスを受信する受信手段と、
上記受信手段にて受信した上記ネットワーク上の上記ＵＲＬアドレスに対応するアドレス
にアクセス処理する制御手段とを備えた端末と
から構成されることを特徴とするネットワーク接続システム。

上記リモートコマンダの上記文字群記憶手段には更に複数の文字列から構成される識別子
名が複数種類記憶されており、上記文字群記憶手段から上記複数種類の複数の文字列から
構成される識別子名を順次読み出す第３の文字入力手段を備え、上記第１の文字入力手段
で入力された所定の数字／文字からなる文字列と上記第２の文字入力手段によって選択さ
れた所定のスキーム名と上記第３の文字入力手段にて選択された所定の識別子名から構成
されるＵＲＬアドレスを上記表示手段に表示することを特徴とする第５項記載のネットワ
ーク接続システム。

上記リモートコマンダには、上記第１の文字入力手段及び上記第２の文字入力手段によっ
て入力された上記ＵＲＬアドレスを記憶する記憶手段と、
上記第１の文字入力手段及び上記第２の文字入力手段によって入力された上記ＵＲＬアド
レスを上記記憶手段に記憶させる第１の操作手段と、
上記記憶手段に記憶された上記ＵＲＬアドレスを呼び出す第２の操作手段を更に備えてな
る第５項記載のネットワーク接続システム。

上記リモートコマンダの記憶手段に記憶された上記ＵＲＬアドレスを呼び出す第２の操作
手段はジョグダイヤルで構成されていることを特徴とする第７項記載のネットワーク接続
システム。

上記



【０００２】
【従来の技術】
最近では、パーソナルコンピュータ（以下、単にパソコンという）が普及し例えば会社や
家庭など幅広い範囲で活用されている。さらに、このパソコンを端末としてモデムやＩＳ
ＤＮ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　）
のターミナルアダプタ（ＴＡ）等を介して、いわゆるパソコン通信やインターネット等の
ネットワークにアクセスすることが可能とされている。
【０００３】
例えばインターネットの場合、ネットワーク上の所定のアドレスに格納されている情報を
得たい場合、ブラウザと呼ばれる検索／表示用のソフトウエアを用いて、アドレスコード
（ＵＲＬ・・・Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒｓ　）を、例えばキ
ーボード、マウス等によって入力してアクセスを行なうことができる。ＵＲＬは、例えば
スキーム名（ファイルの分類・・・例えばｈｔｔｐ、ｇｏｐｈｅｒ、ｆｔｐ　等）、ドメ
イン名（ホストの種類・・・例えばｗｗｗ　等、組織名・・・例えばｓｏｎｙ等、組織種
別・・・例えばｃｏ、ｇｏ等、及び国別コード・・・例えばｊｐ等）等によって表わされ
、例えば以下に示されているようになる。
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｏｎｙ．ｃｏ．ｊｐ
なお、本明細書では組織種別と国別コードの組み合わせを識別子名として説明する。
【０００４】
そして、このようなＵＲＬをブラウザに入力することによって、アクセスを行なうことに
より、ネットワーク上に在るＵＲＬに応じたアドレスに格納されている情報（データ）を
読み込んでモニタ装置等を介して得ることができ、また、ネットワーク上に自ら情報を提
供することもできるようになっている。しかし、このようにパソコンを端末としてネット
ワークにアクセスする場合、パソコン毎にハードの仕様等に応じた環境設定を行なうこと
が必要とされている。
【０００５】
そこで、このようなインターネット等のネットワークにアクセスすることができる機能を
持たせたテレビジョン受像機（以下、インターネットＴＶという）も知られている。この
インターネットＴＶはパソコンなどのユーザ以外でも容易にネットワークにアクセスする
ことを目的とした、マルチメディアに対応したテレビジョン受像機として構成されている
。
つまり、インターネットＴＶは予めモデム、ＴＡ等が内蔵され、また、ブラウザ等が既に
インストールされ環境設定も行なわれているので、煩わしい設定操作等を行なわずにネッ
トワークにアクセスすることが可能になっている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、インターネットＴＶにおいても、ユーザがＵＲＬを入力することが必要とされ
、パソコンと同様にキーボード、マウス等を接続して文字入力を行なうことが知られてい
る。そこで、ブラウザの機能としてＵＲＬの入力画面を構築し、リモートコマンダなどを
用いて所望する文字を選択して入力することが知られている。
【０００７】
図６に示されているインターネットＴＶ５０は、先述したようにブラウザがインストール
されており、ユーザの選択操作によってテレビジョン放送やビデオ入力等と同様に切替え
て表示することができるようになっている。この図では、例えばＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄｅ
　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）等で構成されている表示部５１にＵＲＬの入力部やネットワークか
ら得たデータを表示することができるブラウザ５２が表示されている。
ブラウザ５２は例えばアルファベット等がアイコン化されているアイコン群５３、アイコ
ン群５３の表示形態を例えば数字などに変更するためのページ選択矢印５４、５５、アイ
コン群５３で選択された文字が表示されるＵＲＬ表示部５６、ＵＲＬ表示部５６に表示さ
れているＵＲＬをサーバに送信するエンタアイコン５７、前記した各アイコンを選択する
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ポインタ５８が表示されている。
【０００８】
リモートコマンダ５９は通常のテレビジョン受像機の操作を行なうことができるとともに
、位置情報を入力することができるいるジョイスティック５９ａ等が設けられている。そ
してこのジョイスティック５９ａの入力によって送信されるコマンド（位置情報）によっ
て、ポインタ５８を移動させることができ、所望するアイコンを選択することができるよ
うになっている。
【０００９】
しかし、ＵＲＬの文字数が増えるほど１文字づつ行なう入力操作が煩雑になってしまう。
また、ＵＲＬを構成するスキーム名、ホスト名、識別子名等は共通とされている場合があ
るが、この場合も新規にアクセスを行なう場合は１文字づつ入力しなければならず操作性
が良いものではなかった。
そこで、本発明はＵＲＬ等のアドレスの入力操作の向上を図ることができるリモートコマ
ンダ及びこのリモートコマンダを用いたネットワーク接続システムを提供することを目的
としている。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本発明はこのような問題点を解決するためになされたもので、リモートコマンダとしては
、数字／文字を１文字 文字入力手段と、

記憶され 文字群記憶手段と、

文字入力手段と、

表示手段とを備える。
【００１１】
また、

【００１２】
さらに、このようなリモートコマンダと、ネットワークと接続することができるインター
フェイス手段と、 リモートコマンダから送信された

によってネットワーク接続システムを
構築する。
【００１３】
本発明によれば、リモートコマンダにネットワーク上にアクセスするための

を構成している所定の文字 を入力する入力手段を設けることで、１文字ずつ行なって
いた入力操作を簡略化することができる。これによって、入力ミス低減することができ効
率良くアクセスを行なうことができるようになる。　また、入力した をリ
モートコマンダに記憶することができるので、次回同じ にアクセスする場
合は記憶されている を読み出せばよいので、煩雑な入力操作を省略するこ
とができる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、次に示す順序で本発明の実施の形態を説明する。なお、本実施の形態では端末とし
て例えばインターネットと接続することができるテレビジョン受像機としてインターネッ
トＴＶを用いた例を挙げて説明する。
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づつ入力可能な第１の 複数の文字列から構成され
るスキーム名が複数種類予め た 上記複数種類の上記複数の文
字列から構成されるスキーム名から所定のスキーム名を順次上記文字群記憶手段から読出
す第２の 上記第１の文字入力手段で入力された所定の数字／文字からな
る文字列と上記第２の文字入力手段によって選択された所定のスキーム名とから構成され
るＵＲＬアドレスを表示する

上記文字群記憶手段には更に複数の文字列から構成される識別子名が複数種類記憶
されており、上記文字群記憶手段から上記複数種類の複数の文字列から構成される識別子
名を順次読み出す第３の文字入力手段を備え、上記第１の文字入力手段で入力された所定
の数字／文字からなる文字列と上記第２の文字入力手段によって選択された所定のスキー
ム名と上記第３の文字入力手段にて選択された所定の識別子名から構成されるＵＲＬアド
レスを上記表示手段に表示するようにする。

上記 ＵＲＬアドレスを受信する受信手
段と、上記受信手段にて受信した上記ネットワーク上の上記ＵＲＬアドレスに対応するア
ドレスにアクセス処理する制御手段とを備えた端末

ＵＲＬアドレ
ス 群

ＵＲＬアドレス
ＵＲＬアドレス

ＵＲＬアドレス



１．本実施の形態のインターネットＴＶの構成
２．リモートコマンダの構成
２－１．操作部の構成
２－２．回路構成
３．リモートコマンダによるＵＲＬの入力手順
【００１５】
図１は本実施の形態のインターネットＴＶ１の特に映像系の回路ブロックを示す図である
。なお、本実施の形態のインターネットＴＶ１のテレビジョン方式は例えばＮＴＳＣ（Ｎ
ａｔｉｏｎａｌ　Ｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ）方式とす
る。
チューナ２はアンテナＡで受信した例えば地上波放送、衛星放送等の放送電波を選択する
。外部入力端子ｔ１　、ｔ２　、ｔ３　には、図示していない外部入力機器（デジタルビ
デオ、８ｍｍビデオ等・・・図示せず）が接続される。
【００１６】
チューナ２、外部入力端子ｔ１　、ｔ２　、ｔ３　及び後で詳しく説明するネットワーク
から読み込んだデータから再生信号（画像）を生成して出力する画像生成部１０から出力
された信号は、スイッチ３で選択される。スイッチ３の切替え制御は例えばリモートコマ
ンダＲＣによる選択操作によって行なわれ、例えばユーザがチューナ２で選択されている
放送番組を見るときは端子ａに、また、外部入力機器の映像を見るときは端子ｂ、端子ｃ
、端子ｄのいずれかに、そして、ネットワークから供給される情報（画像）を見るときは
端子ｅに接続される。
【００１７】
スイッチ３で選択された映像信号は映像信号処理部４に供給され、同期信号の抽出、輝度
信号の分離、色差信号の形成等の信号処理が施されＲ、Ｇ、Ｂ各色信号として出力される
。また、この映像信号処理部４においては、コントラスト、色合い等の画像調整等の信号
処理も行なわれる。なお、図１において同期信号の経路は省略している。
映像信号処理部４から出力されたＲＧＢ信号は、ＲＧＢドライバ５を介して表示部として
構成されているＣＲＴ６に供給され、ここで画像が形成される。
【００１８】
ところで、本実施の形態のインターネットＴＶ１では、チューナ２や外部入力機器等の他
に、ネットワークを介して各種の情報を得ることができるように構成されている。このた
め、ネットワークに接続することができる端子ｔ４　が設けられ通信データを入力するこ
とができるようになっている。
通信データは通常符号化されているので、端子ｔ４　から入力された通信データは、例え
ばモデム、ＴＡ等で構成されているインターフェイス７によって復調される。また、イン
ターフェイス７はインターネットＴＶ１内部で生成されたデータ（例えば画像データ、テ
キストデータ等）やコマンド（例えばＵＲＬ）等を変調してネットワークに送信すること
ができる。なお、インターフェイス７はインターネットＴＶ１の外部機器として接続され
るように構成しても良い。
【００１９】
ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）８は例えば各種演算処理等を行な
ったり、起動されたブラウザ等のソフトウエアが格納されるワークエリア８ａと、インタ
ーフェイス７を介して供給される（又は送信する）通信データを一旦格納するバッファエ
リア８ｂ等によって構成されている。
ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）９は例えばブラウザ等のアプリケーション
ソフト等が記憶されており、これらのアプリケーションソフトは後述する制御部１１から
起動命令が下されると読み出されて起動し、ＲＡＭ８のワークエリア８ａに格納される。
なお、ブラウザは例えばインターネットＴＶ１に電源を投入したと同時に起動するように
しても良いし、必要に応じて、ネットワークに接続する際に随時立ち上げるようにしても
良い。

10

20

30

40

50

(5) JP 3575205 B2 2004.10.13



【００２０】
画像生成部１０は起動されてワークエリア８ａに格納されているブラウザと、バッファエ
リア８ｂに格納されている通信データを合成するとともに、インターネットＴＶ１のテレ
ビジョン方式とされる映像信号（本実施の形態ではＮＴＳＣ方式）に変換してスイッチ３
の端子ｅに出力する。そして映像信号（通信データ）は、映像信号処理部４において各種
信号処理が施されることになる。
【００２１】
制御部１１はリモートコマンダＲＣから送信され受光部１２、コマンド復調部１３を介し
て供給されるコマンドにしたがい、例えばチューナ２におけるチャンネル選局、スイッチ
３の切替え制御、映像信号処理部４における各種信号処理制御等を行なう。
さらに、本実施の形態では、ＲＡＭ８に対する通信データの読み込み及び読みだし制御を
行なう。例えば、インターフェイス７で復調された通信データを表示する場合は、ワーク
エリア８ａに格納されているブラウザとバッファエリア８ｂに格納されている通信データ
を所定のタイミングで読み出して画像生成部１０に供給する。
また、インターネットＴＶ１で生成した前記データ、又は後述するリモートコマンダＲＣ
から送信されるＵＲＬ等をネットワークに送信する場合は、例えば一旦バッファエリア８
ｂに格納した後に所定のタイミングで読み出して、インターフェイス７に供給する。これ
により、前記データはインターフェイス７で変調されてネットワークに送信されることに
なる。
【００２２】
インターネットＴＶ１にコマンドを送信するリモートコマンダＲＣは、チャンネル選択な
どの通常の操作を行なうことができる各種操作キーとともに、ネットワークにアクセスす
るためのＵＲＬの入力を簡素化するための専用キー、及び入力をモニタするための表示手
段が設けられている。したがって、ＵＲＬの入力操作を容易にすることができるようにな
っている。
【００２３】
２．リモートコマンダの構成
２－１．リモートコマンダの操作部
図２はリモートコマンダＲＣの操作部を説明する平面図である。以下、この図２及び図１
に示したインターネットＴＶ１のブロック図を参照して、リモートコマンダＲＣに配置さ
れてる各操作キーの機能を説明する。
【００２４】
操作キー群２０は、例えば電源キー、ミュートキー、スリープキー、二重音声キー、画面
表示キー、及び画像調整などを行なうための機能選択キー、＋キー、－キー、標準キー等
が設けられ、一般的なテレビジョン受像機の操作を行なうことができる操作キーが配置さ
れている。
インターネットキー（以下、ＩＮＥＴキーという）２１はインターネットにアクセスする
場合に、ブラウザを選択してＣＲＴ６の画面上に表示する操作キーである。つまり、ＩＮ
ＥＴキー２１を操作することによって、スイッチ３が端子ｅに接続され、画像生成部１０
で生成された画像が表示され、インターネット上のアドレスにアクセスすることができる
ようになる。以下、これをインターネットモード（ＩＮＥＴモード）という。
【００２５】
操作キー群２２は、例えばテレビキー、ビデオキー（１～３）等が配置されており、チュ
ーナ２で選択された放送番組や外部入力チャンネルを切替えることができるようになって
いる。すなわち、操作キー群２２によってスイッチ３における端子ａ～端子ｄの切り替え
制御が行なわれることになる。ここで、チューナ２又は外部入力チャンネルが選択されて
いるときはテレビモードという。
【００２６】
ジョグダイヤル２３は、回転方向及び回転角度に応じて後で説明する表示窓２６に表示さ
れるカーソルの表示位置を移動させたり、また、リモートコマンダＲＣに内蔵されている
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記憶手段に格納されているＵＲＬを順次選択的に表示することができる入力手段として設
けられている。
【００２７】
数字／文字入力キー群２４は例えば１キーから１２キーまでの１２個の操作キーが配置さ
れており、所定の選択操作によって１～１２までの数字を入力することができる数字入力
モード又は各キーの下に記されているアルファベットを入力することができる文字入力モ
ードのいずれかを選択して入力操作を行なうことができる。これによって、例えば放送チ
ャンネルの選択やＵＲＬの文字入力等を行なうことができるようになる。
操作キー群２５は音声の重低音部分の増減を行なう重低音キー、画像の明るさ、コントラ
スト及び色の濃さ等を調整するピクチャーキー、及びチャンネルアップダウンキー、音量
アップダウンキー等が配置され、モニタする映像／音声の設定を行なうことができるよう
になっている。
【００２８】
表示窓２６は、例えばＩＮＥＴキー２１の操作によってＩＮＥＴモードに移行している時
に、現在入力中又はリモートコマンダＲＣにプリセットされ読み出されたＵＲＬを表示す
ることができる表示手段として例えばＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐ
ｌａｙ）等によって構成されている。
文字入力キー２７、数字入力キー２８はＩＮＥＴモードに移行している時に数字／文字入
力キー群２４に配置されている１キー～１２キーによって文字を入力するか、又は数字を
入力するかを選択する操作キーとされている。文字入力キー２７によって文字入力モード
が選択されている場合は、例えば１キーを押す毎に表示窓２６の同一の表示位置にアルフ
ァベット『ａ』『ｂ』『ｃ』が順次繰り返して表示される。また、２キーから１２キーに
関しても、同様に各キーの下方に記されているアルファベットが順次繰り返して表示され
るようになる。
また、数字入力キー２８が選択されている場合に１キー～１２キーを押すと、各キーに記
されている数字（１～１２）が入力されるようになる。
【００２９】
スキームキー２９は予めリモートコマンダＲＣに登録されているスキーム名（例えばｈｔ
ｔｐ等）を選択することができる。例えばＩＮＥＴモード時にスキームキー２９を押すと
表示窓２６に例えば『ｈｔｔｐ』というスキーム名が例えば点滅表示され、この状態でさ
らにスキームキー２９を繰り返し押すと、例えば『ｈｔｔｐ』→『ｇｏｐｈｅｒ』→『ｆ
ｔｐ　』・・・等というように登録されているスキーム名が入れかわり順次表示されるよ
うになる。
選択キー３０はスキームキー２９及び後述するホストキー３１、識別子キー３２を操作す
ることによって選択されたスキーム名、ホスト名、識別子名を決定するすることができる
。例えばスキームキー２９によって『ｈｔｔｐ』が選択されている状態で選択キー３０を
操作すると、スキーム名が『ｈｔｔｐ』として決定され通常表示に変り、次の入力操作（
例えばホスト名入力）に移行することができるようになる。
【００３０】
ホストキー３１は予めリモートコマンダＲＣに登録されているホスト名（例えばｗｗｗ　
等）を選択することができる。例えばＩＮＥＴモード時にホストキー３１を押すと表示窓
２６に例えば『ｗｗｗ　』というホスト名が例えば点滅表示され、この状態でさらにホス
トキー３１を繰り返し押すと、スキームキー２９の場合と同様に登録されているホスト名
が順次表示されるようになる。そして選択キー３０の入力によってホスト名が決定され、
次の入力操作（例えば組織名）に移行することができるようになる。
【００３１】
識別子キー３２は予めリモートコマンダＲＣに登録されている組織種別、国別コードから
なる識別子名（例えばｃｏ．ｊｐ　等）を選択することができる。例えばＩＮＥＴモード
時に識別子キー３２を押すと表示窓２６に例えば『ｃｏ．ｊｐ　』という識別子が例えば
点滅表示される。さらに、この状態で識別子キー３２を繰り返し押すと、例えば『ｃｏ．
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ｊｐ　』→『ｇｏ．ｊｐ　』→『ｏｒ．ｊｐ　』・・・等というように記憶されている識
別子名が入れかわり順次表示されるようになる。そして選択キー３０の入力によって識別
子名が決定される。なお、本実施の形態では組織種別と国別コードを一つの識別子として
説明するが、組織種別と国別コードに対してそれぞれ専用の入力キーを個々に設けるよう
にしても良い。
【００３２】
『．　』キー３３、『／　』キー３４、『～』キー３５は、入力時に頻繁に使用される『
．　』『／　』『～』を文字入力モード、数字入力モードに関わらず入力することができ
る。
送信キー３６は、数字／文字入力キー群２４、スキームキー２９、ホストキー３１、識別
子キー３２等を使用して入力し、表示窓２６に表示されているＵＲＬを送信部３９を介し
てインターネットＴＶ１に対して送信する。そして、インターネットＴＶ１では送信され
たＵＲＬに対するアクセス処理が行なわれる。
【００３３】
記憶キー３７は、入力したＵＲＬをリモートコマンダＲＣに記憶することができるように
されており、一旦記憶されたＵＲＬはプリセットキー３８を操作することによって読み出
すことができるようになっている。また、ＵＲＬを一括して記憶するのではなく、例えば
スキーム名、ホスト名、識別子名等を個々に記憶することができるようにしても良い。
【００３４】
プリセットキー３８はリモートコマンダＲＣに出荷時又はユーザによって記憶されている
ＵＲＬの読み出しを行なって表示窓２６に表示させる。そして、送信キー３６を押すこと
によって現在表示窓２６に表示中のＵＲＬを送信することができるようになる。なお、複
数のＵＲＬが記憶されている場合は、スキームキー２９等と同様にプリセットキー３８を
押す毎に例えば『ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｏｎｙ．ｃｏ．ｊｐ　』→『ｈｔｔｐ：／／
ｗｗｗ．ａｂｃ．ｃｏ．ｊｐ』→『ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｄｅｆ．ｃｏ．ｊｐ』・・・
等というように順次読み出して表示するようにしても良い。また、プリセットキー３８入
力することによって読み出しモードに移行するようにして、ジョグダイヤル２３を回転さ
せることにより、回転方向に応じて記憶されているＵＲＬを選択的に順次読み出すように
しても良い。
【００３５】
このように、本発明ではＵＲＬを入力するための専用の入力キーを設けることによって、
ＵＲＬの入力操作を簡素化することができるようになる。
【００３６】
２－２．リモートコマンダの回路構成
図３はリモートコマンダＲＣを構成する一部回路ブロックを示す図である。
ジョグダイヤル２３に対して回転入力が行なわれると、ロータリーエンコーダ４０もジョ
グダイヤル２３と共に回転して、入力信号を検出部４１に供給する。検出部４１はロータ
リーエンコーダ４０から供給される入力信号から、ジョグダイヤル２３の回転角度及び回
転方向を検出して制御部４３に供給する。
操作キー群４２は、図２に示した操作キー群２０、２２、２５、ＩＮＥＴキー２１、数字
／文字入力キー群２４、及びＵＲＬ入力の為の専用キー（スキームキー２９、ホストキー
３１、識別子キー３２等）を示しており、入力操作があった場合にその操作キーに応じた
入力信号が制御部４３に供給される。
【００３７】
制御部４３は例えばテレビジョンモードが選択されているときは、検出部４１、操作キー
群４２から供給される入力信号に応じて、ＲＯＭ４４に記憶されているコマンドコードの
読み出しを行い変調部４６に出力する。
また、ＩＮＥＴモードが選択され、例えばスキームキー２９、ホストキー３１、識別子キ
ー３２などの入力操作が行なわれた場合、ＲＯＭ４４又はＲＡＭ４５のメモリエリア４５
ｂに格納されているスキーム名、ホスト名、識別子名等を読み出してＲＡＭ４５のバッフ
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ァエリア４５ａに格納するとともに、表示窓２６に対して表示制御を行なう。
【００３８】
ＲＯＭ４４には、操作キー群４２に配置されている各操作キーに応じたコマンドコード、
及びスキームキー２９、ホストキー３１、識別子キー３２等の入力操作によって読み出さ
れるスキーム名、ホスト名、識別子名等がコード化されて記憶されており、各操作キーの
入力操作に応じて制御部４３によって読み出される。
ＲＡＭ４５は、バッファエリア４５ａ、メモリエリア４５ｂ等によって構成されている。
バッファエリア４５ａは例えばスキームキー２９等の入力操作があった場合、ＲＯＭ４４
から読み出されたスキーム名、ホスト名、識別子名等が一旦格納されＵＲＬを構築する。
そして、送信キー３６の入力が行なわれるとバッファエリア４５ａから読み出しが行なわ
れ、変調部４６で変調されて例えば赤外線のコマンドとして送信される。
【００３９】
メモリエリア４５ｂは、ユーザの入力操作によってバッファエリア４５ａに格納されたＵ
ＲＬを記憶するエリアとして構成されている。例えばユーザがＵＲＬを入力した後に記憶
キー３７を操作することで、バッファエリア４５ａに格納されているＵＲＬを読み込んで
記憶する。また、ユーザが数字／文字入力キー群２４を用いて入力した例えばスキーム名
、ホスト名、識別子名等を記憶する。
したがって、プリセットキー３８が入力されると、ＲＯＭ４４又はメモリエリア４５ｂか
らＵＲＬの読み出しを行なってバッファエリア４５ａに格納し、さらなるプリセットキー
３８の入力操作やジョグダイヤル２２の入力によって順次読み出されて、表示窓２６に表
示されるようになる。
【００４０】
３．リモートコマンダによるＵＲＬの入力手順
次に、リモートコマンダＲＣを用いて例えば『ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｏｎｙ．ｃｏ．
ｊｐ　』というＵＲＬの入力を行なう手順について説明する。
図４（ａ）～（ｉ）は各種操作キーを用いてＵＲＬを入力する際に表示窓２６に表示され
る文字を示している。
まず、ＩＮＥＴキー２１を入力してＩＮＥＴモードに移行すると、表示窓２６にカーソル
Ｃが点滅表示される（図４（ａ））。この状態で、スキームキー２９を入力すると例えば
スキーム名『ｈｔｔｐ』が点滅表示されるようになり（図４（ｂ））、ここで、所望する
スキーム名が表示されるまでスキームキー２９の入力を繰り返す。本実施の形態では『ｈ
ｔｔｐ』を選択するので、この状態で選択キー３０を入力して決定する。さらに、文字入
力キー２７によって文字入力モードに切り替えて数字／文字入力キー群２４の『１０』キ
ー、又は『／　』キー３４を入力して『：　』及び『／　』『／　』を入力する（図４（
ｃ））。なお、図示していないが、『：　』『／　』『／　』を入力する毎にカーソルＣ
の表示位置も右側に移動する。
【００４１】
また、『：　』及び『／　』『／　』をそれぞれ入力する場合はその都度選択キー３０の
入力を行なわなくても、次の入力操作に移行することができるようにしても良い。さらに
、例えばスキーム名『ｈｔｔｐ』と『：　』『／　』『／　』を１個のスキーム名として
予めメモリエリア４５ｂに記憶させておき、スキームキー２９を入力することによって例
えば『ｈｔｔｐ：／／　』というよう表示させるようにしても良い。
【００４２】
『：／／　』の入力が終わるとその右側にカーソルＣが表示され、ホスト名の入力操作に
移行する。ここで、ホストキー３１を操作することによってカーソルＣに替って例えばホ
スト名『ｗｗｗ　』が点滅表示される（図４（ｄ））。そしてここではホスト名『ｗｗｗ
　』を選択するために、この状態で選択キー３０を入力する（図４（ｅ））。
さらに、ホスト名を『ｗｗｗ　』として区切るために『．　』キー３３によって『．　』
を入力し、組織名の入力操作に移行する。なお、ホストキー３１を入力することによって
例えば『ｗｗｗ．』というようにホスト名と『．　』を同時に表示させるように予めメモ
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リエリア４５ｂに記憶させておいても良い。
【００４３】
組織名の入力は数字／文字入力キー群２４に配置されている各入力キーによって行ない、
例えば『ｓｏｎｙ』の４文字を入力する場合は、まず『７』キーによって『ｓ　』を入力
して選択キー３０によって決定し（図４（ｆ））、さらに、『ｏ　』『ｎ　』『ｙ　』の
各文字に関しても、『５』キー、『９』キー、及び選択キー３０を用いて入力操作を行な
う（図４（ｇ）（ｈ）（ｉ　））。そして、『ｓｏｎｙ』の入力が終わると組織名を区切
るために『．　』キー３３によって『．　』を入力し（図４（ｊ））、識別子名の入力に
移行する。
【００４４】
ここで識別子キー３２を操作することによって、例えば識別子『ｃｏ．ｊｐ　』が点滅表
示される（図４（ｋ））。ここでは、識別子『ｃｏ．ｊｐ　』を選択するために選択キー
３０を入力することによってＵＲＬ『ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｏｎｙ．ｃｏ．ｊｐ　』
の入力が終了する。（図４（ｌ）。そして、この入力が正しかった場合には、送信キー３
６を入力してＵＲＬをコマンドとしてインターネットＴＶ１に送信する。
なお、本実施の形態では組織種別（例えばｃｏ、ｇｏ等）と国別コード（例えばｊｐ等）
を１個の識別子として説明しているが、個々に専用の入力キーを設けて入力するようにし
ても良い。
【００４５】
また、図４（ｌ）に示す状態で記憶キー３７を操作すると、ＵＲＬ『ｈｔｔｐ：／／ｗｗ
ｗ．ｓｏｎｙ．ｃｏ．ｊｐ　』がメモリエリア４５ｂに記憶され、必要に応じてプリセッ
トキー３８を用いて読み出すことができるようになる。これによって、ＵＲＬ『ｈｔｔｐ
：／／ｗｗｗ．ｓｏｎｙ．ｃｏ．ｊｐ　』に対して頻繁にアクセスを行なう場合、その都
度入力を行なう必要がなくなる。
【００４６】
以下、図５に示されているフローチャートにしたがいＵＲＬの入力手順の流れを説明する
。
まずＩＮＥＴキー２１を入力することによってＩＮＥＴモードに切り替え（Ｓ００１）、
表示窓２６にカーソルＣを点滅表示させ、スキーム名の入力操作に移行する（Ｓ００２→
Ｓ００３）。そして、スキームキー２９の入力によって点滅表示されているスキーム名で
良い場合は（Ｓ００４）、ステップＳ００５に進み選択キー３０によってスキーム名を決
定する。なお、ここでは、スキーム名と同時に『：／／　』も表示されていることとする
。また、点滅表示されているスキーム名が所望するものでなければステップＳ００３にも
どり所望するスキーム名が表示されるまでスキームキー２９の入力を繰り返し行なう。
【００４７】
ステップＳ００３～Ｓ００５でスキーム名を決定すると、次にホストキー３１を入力して
ホスト名の入力操作に移行する（Ｓ００６）。そして、ホストキー３１の入力によって点
滅表示されているホスト名で良い場合は（Ｓ００７）、ステップＳ００８に進み選択キー
３０によってホスト名を決定する。なお、ここでは、ホスト名と同時に『．　』も表示さ
れていることとする。また、点滅表示されているホスト名が所望するものでなければステ
ップＳ００６にもどり所望するホスト名が表示されるまでホストキー３１の入力を繰り返
し行なう。
【００４８】
ステップＳ００６～Ｓ００８でホスト名を決定すると、ホスト名の右側にカーソルが点滅
表示され、数字／文字入力キー群２４、選択キー３０を用いて組織名（例えば『ｓｏｎｙ
．　』等）の入力操作に移行する（Ｓ００９）。そして組織名の入力が終了すると（Ｓ０
１０）、識別子キー３２を入力して識別子名の入力操作に移行する（Ｓ０１１）。ここで
、識別子キー３２の入力によって点滅表示されている識別子名で良い場合は（Ｓ０１２）
、ステップＳ０１３に進み選択キー３０によって識別子名を決定する。
【００４９】
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そして、ステップＳ００３からステップＳ０１３によって入力したＵＲＬで良い場合は（
Ｓ０１４）、ステップＳ０１５に進み送信キー３６を入力して、表示窓２６に表示されて
いるＵＲＬをインターネットＴＶ１に転送する。これを受信したインターネットＴＶ１で
はそのＵＲＬに対するアクセス処理が行なわれるようになる。
また、入力したＵＲＬが正しくない場合などは、破線で示されているようにスキーム名、
ホスト名、組織名、識別子名の入力ステップにもどって、入力操作を個々にやり直すこと
ができるようにしてもよい。
なお、ステップＳ０１５で送信キー３６の入力後にそのＵＲＬを記憶したい場合は記憶キ
ー３７を入力すれば良い。
【００５０】
このように、本発明は例えばインターネット等にアクセスするためのＵＲＬを入力する場
合に、例えばスキーム名、ホスト名、識別子名等を示す文字群を一括して入力することが
できる、スキームキー２９、ホストキー３１、識別子キー３２等を設けているので、入力
操作を簡素化することができるとともに入力ミスを低減することができるようになる。
また、入力したＵＲＬをリモートコマンダＲＣのメモリエリア４５ａに記憶することがで
きるので、例えば、次回同じＵＲＬにアクセスしたい場合は、プリセットキー３８、ジョ
グダイヤル２３等の操作によって、メモリエリア４５ａから読み出して送信すればよいの
で、頻繁にアクセスするＵＲＬの入力操作を簡素化することができるようになる。
さらに、ＵＲＬをリモートコマンダＲＣに記憶しているので、このリモートコマンダＲＣ
を携帯して持ち運んで、他の場所に配置されているテレビジョン受像機に対しても、同様
の入力操作によってＵＲＬを入力することができるようになる。
なお、上記実施の形態ではテレビジョン受像機を例に挙げて説明したが、例えばパソコン
やセットトップボックス等に対しても本発明を適用することができる。
【００５１】
【発明の効果】
以上、説明したように本発明は、リモートコマンダにインターネット等にアクセスするた
めのアドレス等を入力する場合に、例えばスキーム名、ホスト名、識別子名等を示す所定
の文字群を一括して入力することができる専用の入力キーを設けている。これにより、入
力操作を簡素化することができるとともに入力ミスを低減することができるようになる。
また、リモートコマンダを用いて通常の操作（チャンネル選択等）と同様のキー入力操作
できるので、文字入力用のキーボードなどを別途設ける必要がなくなる。
さらに、入力したアドレスをリモートコマンダに記憶させることができるので、同じアド
レスにアクセスする場合はそのアドレスを随時読み出して送信すれば良く、入力操作を省
略することができる。この場合、リモートコマンダを持ち運んで他の場所に設置されてい
るテレビジョン受像機等の端末に対しても同様の操作でＵＲＬの入力を行なうことができ
るという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態のテレビジョン受像機の特に映像系のブロック図である。
【図２】本実施の形態のリモートコマンダの操作部を説明する平面図である。
【図３】図２に示すリモートコマンダを構成する一部回路ブロックを示す図である。
【図４】ＵＲＬの入力操作手順をリモートコマンダにおける表示窓の表示形態にしたがっ
て説明する図である。
【図５】ＵＲＬの入力操作手順を説明するフローチャートである。
【図６】ブラウザにＵＲＬを入力する従来例を説明する図である。
【符号の説明】
１　　テレビジョン受像機、２　　チューナ、３　　スイッチ、４　　映像信号処理部、
５　　ＲＧＢドライバ、６　　ＣＲＴ、７　　インターフェイス、８　　ＲＡＭ、８ａワ
ークエリア、８ｂ　　バッファエリア、９　　ＲＯＭ、１０　　画像生成部、１１制御部
、１２　　受光部、１３　　コマンド復調部、ＲＣ　　リモートコマンダ、２１　　イン
ターネットキー、２６　　表示窓、２９　　スキームキー、３０　　選択キー、３１　　
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ホストキー、３２　　識別子キー、３６　　送信キー、３７　　記憶キー、３８　　プリ
セットキー、２３　　ジョグダイヤル、４４　　ＲＯＭ、４５　　ＲＡＭ、４５ａ　　バ
ッファエリア、４５ｂ　　メモリエリア、４６　　変調部、

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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